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二
〇
二
〇
年
四
月
に
施
行
さ
れ
る
死
因
究
明
等
推
進
基
本
法
に
つ
い
て
、
以
下
質
問
す
る
。 

一 

死
因
究
明
等
推
進
基
本
法
第
二
十
条
に
基
づ
き
、
厚
生
労
働
省
に
設
置
す
る
死
因
究
明
等
推
進
本
部
は
、
ど
の
部
局
に
置

く
つ
も
り
か
。
何
人
く
ら
い
の
人
員
体
制
で
、
ど
こ
の
府
省
庁
か
ら
出
向
や
併
任
を
検
討
し
て
い
る
の
か
。
現
時
点
で
の
検

討
状
況
を
あ
き
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

二 

死
因
究
明
等
推
進
基
本
法
第
二
十
四
条
に
基
づ
き
、
本
部
に
置
く
こ
と
と
さ
れ
る
専
門
委
員
は
、
学
識
経
験
の
あ
る
者
の

う
ち
か
ら
、
厚
生
労
働
大
臣
が
任
命
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
専
門
分
野
の
学
識
経
験
者
を
想
定
し
て
い

る
の
か
。
ま
た
何
人
程
度
を
考
え
て
い
る
の
か
。
現
時
点
で
の
検
討
状
況
を
あ
き
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

三 

死
因
究
明
等
推
進
基
本
法
第
三
十
条
に
基
づ
き
、
都
道
府
県
に
設
け
る
死
因
究
明
等
推
進
地
方
協
議
会
は
、
こ
れ
ま
で
の

活
動
か
ら
さ
ら
に
活
性
化
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
が
、
そ
の
活
性
化
策
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
施
策
を
検
討
し
て
い

る
の
か
。
現
時
点
で
の
検
討
状
況
を
あ
き
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

四 

死
因
究
明
等
推
進
基
本
法
第
二
十
九
条
に
基
づ
く
死
因
究
明
等
推
進
本
部
の
組
織
及
び
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
に
つ
い

て
の
政
令
は
い
つ
定
め
、
本
部
の
設
置
及
び
専
門
委
員
の
任
命
は
い
つ
頃
行
う
予
定
か
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
、
国
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民
の
意
見
を
聴
く
機
会
を
設
け
る
予
定
は
あ
る
か
。
そ
の
ほ
か
法
施
行
ま
で
の
間
に
ど
の
よ
う
な
段
取
り
を
予
定
し
て
い
る

か
、
あ
き
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

五 

死
因
究
明
等
推
進
計
画
は
、
各
施
策
の
具
体
的
な
目
標
及
び
そ
の
達
成
の
時
期
を
定
め
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
、
多
岐

に
渡
る
関
係
機
関
が
そ
の
意
思
を
統
一
し
、
互
い
の
取
り
組
み
の
目
的
や
進
捗
を
共
有
で
き
る
よ
う
、
主
体
ご
と
に
短
期

的
、
中
期
的
、
長
期
的
に
取
り
組
む
べ
き
項
目
を
整
理
し
た
工
程
表
と
し
て
死
因
究
明
等
推
進
計
画
を
策
定
す
べ
き
で
は
な

い
か
。 

六 

工
程
表
た
る
死
因
究
明
等
推
進
計
画
の
中
で
、
一
年
か
ら
二
年
間
と
い
っ
た
短
期
的
に
は
、
死
因
究
明
等
推
進
本
部
に
お

い
て
は
薬
物
検
査
の
基
準
作
り
、
解
剖
、
検
査
の
標
準
化
の
検
討
、
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
検
討
へ
の

着
手
、
検
案
の
定
義
の
検
討
、
医
師
法
に
お
け
る
警
察
届
出
要
件
の
再
検
討
な
ど
を
行
う
べ
き
で
あ
り
、
警
察
庁
及
び
法
務

省
に
お
い
て
は
歯
科
所
見
採
取
の
徹
底
、
文
部
科
学
省
及
び
大
学
に
お
い
て
は
人
材
育
成
の
継
続
、
都
道
府
県
に
お
い
て
は

地
方
協
議
会
の
活
性
化
が
盛
り
込
ま
れ
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
あ
き
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

七 

関
係
府
省
庁
の
二
〇
二
〇
年
度
概
算
要
求
の
う
ち
、
死
因
究
明
等
推
進
基
本
法
関
連
の
予
算
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る

の
か
、
あ
き
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 
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八 

神
奈
川
県
に
お
い
て
は
、
過
去
の
経
緯
か
ら
、
承
諾
解
剖
の
割
合
が
他
の
都
道
府
県
と
比
べ
て
飛
び
抜
け
て
高
く
、
か
つ

他
の
都
道
府
県
と
異
な
り
遺
族
が
そ
の
費
用
を
負
担
し
て
い
る
と
い
う
状
態
が
続
い
て
い
る
。
警
察
庁
の
資
料
に
よ
れ
ば
、

二
〇
一
八
年
中
に
刑
事
局
捜
査
一
課
と
交
通
局
交
通
指
導
課
に
報
告
の
あ
っ
た
死
体
取
扱
数
の
合
計
は
、
例
え
ば
埼
玉
県
で

は
一
万
二
百
三
件
の
う
ち
承
諾
解
剖
は
十
三
件
、
千
葉
県
で
は
八
千
六
百
八
十
一
件
の
う
ち
承
諾
解
剖
は
十
九
件
だ
っ
た
の

に
対
し
て
、
神
奈
川
県
で
は
一
万
二
千
四
百
八
十
九
件
の
う
ち
三
千
七
百
五
十
例
も
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
結
果
、
神
奈
川

県
の
解
剖
率
は
全
国
平
均
の
十
二
パ
ー
セ
ン
ト
に
対
し
て
四
十
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
お
り
、
死
因
究
明
を
進
め
る
と

い
う
点
で
は
望
ま
し
い
と
言
え
る
が
、
他
方
で
検
視
官
の
臨
場
率
が
他
県
に
比
し
て
低
い
（
五
十
五
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
全

国
平
均
八
十
パ
ー
セ
ン
ト
）
こ
と
も
一
因
と
承
知
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
住
ん
で
い
る
自
治
体
に
よ
っ
て
こ
れ
ほ
ど
の
差

が
あ
る
こ
と
を
放
置
し
た
ま
ま
で
は
、
死
因
究
明
等
の
推
進
に
国
民
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
死
因
究
明
等

推
進
基
本
法
の
第
三
条
に
あ
る
通
り
、
「
死
因
究
明
等
が
地
域
に
か
か
わ
ら
ず
等
し
く
適
切
に
行
わ
れ
る
」
よ
う
、
遺
族
の

負
担
に
つ
い
て
の
地
域
差
の
解
消
策
を
死
因
究
明
等
推
進
計
画
に
盛
り
込
む
べ
き
で
は
な
い
か
。 

 

右
質
問
す
る
。 


